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原
科
颯
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
、
本
論
文
の
構
成

　

原
科
颯
君
か
ら
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
立
憲
君
主
制

の
形
成
―
明
治
国
家
形
成
期
の
天
皇
と
政
治
―
」
は
、
伊
藤
博
文
の

憲
法
調
査
か
ら
初
期
議
会
に
お
け
る
緊
急
勅
令
の
運
用
ま
で
の
期
間

を
対
象
に
、
近
代
日
本
に
お
い
て
い
か
に
し
て
立
憲
君
主
制
が
構
想

さ
れ
、
制
度
化
さ
れ
、
運
用
さ
れ
は
じ
め
た
か
に
つ
い
て
、
分
析
し

た
論
文
で
あ
る
。
本
論
文
の
構
成
・
目
次
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序　

章
第
一
節　

問
題
の
所
在

第
二
節　

本
稿
の
視
角

第
三
節　

先
行
研
究

第
四
節　

本
稿
の
構
成

第
一
章　

駐
露
公
使
・
柳
原
前
光
の
皇
室
制
度
論
―
非
政
治
領
域

と
し
て
の
宮
中
―

は
じ
め
に

第
一
節　

伊
藤
博
文
の
滞
欧
憲
法
調
査
と
の
連
携

第
二
節　

総　

論

第
一
項　

皇
室
の
国
民
統
合
機
能
の
強
化

第
二
項　

宮
中
の
自
律
性
の
確
保

第
三
項　

小　

括

第
三
節　

各
論
一
：
皇
室
の
国
民
統
合
機
能
の
強
化

第
一
項　

御
料
地
の
設
定

第
四
節　

各
論
二
：
宮
中
の
自
律
性
の
確
保

第
一
項　

皇
室
財
政
の
整
備

第
二
項　

宮
内
省
の
権
限
強
化

第
三
項　

元
老
院
の
人
的
強
化

お
わ
り
に

第
二
章　

宮
中
改
革
と
天
皇
の
立
憲
君
主
化
―
伊
藤
博
文
の
政
治

指
導
を
中
心
に
―

は
じ
め
に

第
一
節　

宮
中
改
革

第
一
項　

皇
室
の
国
民
統
合
機
能

第
二
項　

宮
中
の
自
律
性

第
二
節　

明
治
天
皇
の
立
憲
君
主
化

第
一
項　

明
治
初
期
の
宮
中
と
政
治

第
二
項　

立
憲
君
主
化
の
政
治
指
導
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第
三
項　

鍋
島
直
彬
と
の
競
合

お
わ
り
に

第
三
章　

明
治
皇
室
典
範
の
制
定
と
元
老
院
議
官
―
上
院
構
想
の

相
剋
―

は
じ
め
に

第
一
節　

典
範
草
案
の
作
成
と
元
老
院
改
革

第
一
項　

帝
室
法
則
綱
要
と
柳
原
の
抜
擢

第
二
項　

柳
原
初
稿
・
再
稿
の
協
議

第
三
項　

高
輪
会
議
で
の
討
議

第
四
項　

柳
原
三
稿
と
そ
の
起
草
意
図

第
二
節　

枢
密
院
内
外
に
お
け
る
競
合

第
一
項　
「
皇
室
典
範
会
」
の
結
成

第
二
項　

枢
密
院
会
議
と
尾
崎
意
見
書

お
わ
り
に

第
四
章　

明
治
憲
法
の
制
定
と
イ
ギ
リ
ス
立
憲
君
主
制
―
交
錯
す

る
立
憲
主
義
―

は
じ
め
に

第
一
節　

法
律
顧
問
ピ
ゴ
ッ
ト
の
招
聘
と
改
進
党
勢
力

第
一
項　

招
聘
経
緯

第
二
項　

在
野
の
動
向

第
三
項　

後
年
の
回
想

第
二
節　

ピ
ゴ
ッ
ト
答
議
と
『
憲
法
義
解
』

第
一
項　

大
臣
責
任

第
二
項　

緊
急
勅
令

第
三
項　

小　

括

お
わ
り
に

第
五
章　

初
期
緊
急
勅
令
の
運
用
と
議
会
政
治
―
天
皇
主
権
原
理

の
展
開
―

は
じ
め
に

第
一
節　

明
治
二
四
年
勅
令
第
四
六
号
と
第
二
議
会

第
一
項　

勅
令
の
発
布
と
議
会
対
策

第
二
項　

政
党
勢
力
の
動
向
と
衆
議
院
審
議

第
三
項　

政
府
の
動
向

第
二
節　

明
治
二
四
年
勅
令
第
四
六
号
と
第
三
議
会

第
一
項　

貴
族
院
審
議
と
政
府
系
新
聞
の
主
張

第
二
項　

政
党
勢
力
の
動
向
と
衆
議
院
審
議

第
三
節　

廃
止
緊
急
勅
令
と
議
会
政
治

第
一
項　

日
清
戦
争
下
の
緊
急
勅
令

第
二
項　

廃
止
緊
急
勅
令
と
第
一
〇
議
会

お
わ
り
に

結　

章
第
一
節　

本
稿
の
要
約
と
含
意
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第
二
節　

今
後
の
課
題
と
展
望

参
考
文
献

初
出
一
覧

二
、
本
論
文
の
概
要

　

近
代
日
本
の
立
憲
君
主
制
が
大
日
本
帝
国
憲
法
（
明
治
憲
法
）
の

制
定
に
よ
っ
て
制
度
的
完
成
を
み
た
と
し
て
、
本
論
文
は
伊
藤
博
文

の
滞
欧
憲
法
調
査
（
一
八
八
二
年
～
一
八
八
三
年
）
か
ら
初
期
議
会

期
（
一
八
九
〇
年
～
一
八
九
四
年
）
ま
で
を
対
象
に
、
立
憲
君
主
制

構
想
の
形
成
か
ら
制
度
化
、
さ
ら
に
議
会
が
君
主
の
政
治
的
権
限
を

制
限
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
、
分
析
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

序
章
で
ま
ず
原
科
君
は
、
立
憲
君
主
制
に
つ
い
て
、
君
主
（
天

皇
）
の
政
治
的
権
限
が
憲
法
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
と
と
も
に
、
王

室
（
皇
室
）
が
国
民
的
統
合
機
能
を
有
す
る
君
主
制
と
定
義
し
た
上

で
、
前
者
は
内
閣
に
よ
る
政
治
的
権
限
の
制
限
と
議
会
に
よ
る
そ
れ

と
に
、
ま
た
後
者
は
宮
中
に
よ
る
政
治
関
与
の
否
定
・
制
限
と
政
治

に
よ
る
宮
中
の
利
用
の
否
定
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
す
る
。
こ

れ
ら
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
内
閣
に
よ
る
天
皇
の
政
治
的
権
限

制
限
に
つ
い
て
、
伊
藤
や
明
治
天
皇
に
よ
る
政
治
構
想
・
行
動
に
つ

い
て
か
な
り
の
程
度
明
ら
か
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
彼
ら
個
人
の
政

治
主
体
に
よ
る
行
動
・
協
調
、
そ
の
権
力
的
動
機
に
重
点
を
置
き
過

ぎ
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
議
会
に
よ
る
天
皇
の
政
治
的
権
限
の
制
限

に
つ
い
て
は
、
立
法
お
よ
び
予
算
の
協
賛
権
が
主
な
検
討
対
象
と
さ

れ
、
君
主
制
と
議
会
の
相
剋
を
示
す
緊
急
勅
令
の
議
会
審
査
過
程
が

ほ
ぼ
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
課
題
が
残
る
と
原
科
君
は
主
張

す
る
。

　

原
科
君
は
、
皇
室
の
国
民
統
合
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
た
め
に
は
、

政
治
的
中
立
性
と
宮
中
と
政
治
と
の
相
互
不
干
渉
が
要
請
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
は
政
治
が
主
導
す
る
形
で
、「
宮
中
」
の
「
府
中
」
に
対

す
る
干
渉
を
否
定
す
る
過
程
が
考
察
さ
れ
、
政
治
に
よ
る
宮
中
利
用

と
い
う
問
題
が
看
過
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
上
で
本
論
文
の
分

析
手
法
と
し
て
、
政
治
史
研
究
と
制
度
史
研
究
を
架
橋
し
、
伊
藤
と

政
治
的
に
競
合
し
た
ア
ク
タ
ー
を
再
検
討
し
な
が
ら
、
制
度
史
の
成

果
を
政
治
史
分
析
に
生
か
し
つ
つ
、
宮
中
グ
ル
ー
プ
や
陸
軍
反
主
流

派
、
在
野
政
党
な
ど
の
ア
ク
タ
ー
に
注
目
す
る
重
要
性
を
強
調
し
て

い
る
。

　

第
一
章
で
は
、
伊
藤
の
滞
欧
憲
法
調
査
当
時
、
駐
露
公
使
（
駐
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
公
使
を
兼
任
）
を
務
め
て
い
た
柳
原
前
光
の
皇
室
制
度

論
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
柳
原
の
公
使
と
し
て
の
派
遣
過
程

を
踏
ま
え
た
上
で
、
柳
原
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
取
り
組
ん
だ
憲

法
・
帝
室
調
査
の
内
容
と
伊
藤
へ
の
影
響
、
特
に
多
様
な
人
種
を
抱

え
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
君
主
が
「
仁
愛
の
情
誼
」
に
よ
っ
て
国
民
を
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統
合
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
皇
室
も
国
民
と
の
情
誼
的
な
結

合
を
促
進
す
る
必
要
性
を
説
き
、
ロ
シ
ア
か
ら
も
示
唆
を
得
て
、
宮

中
が
政
府
や
議
会
か
ら
自
律
し
得
る
制
度
設
計
の
重
要
性
を
指
摘
し

て
、
伊
藤
が
こ
れ
ら
に
賛
同
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

柳
原
は
こ
れ
ら
の
具
体
案
と
し
て
、
皇
室
財
産
と
し
て
の
御
料
地
の

設
定
、
皇
室
財
政
の
整
備
、
宮
内
省
の
権
限
強
化
、
元
老
院
の
人
的

強
化
な
ど
を
唱
え
、
伊
藤
の
み
な
ら
ず
、
三
条
実
美
（
太
政
大
臣
）

や
岩
倉
具
視
（
右
大
臣
）
な
ど
、
全
方
位
的
な
献
策
活
動
を
展
開
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
伊
藤
が
滞
欧
憲
法
調
査
か
ら
帰
国
後
、
参
議
兼
宮

内
卿
、
内
閣
総
理
大
臣
兼
宮
内
大
臣
と
し
て
宮
中
改
革
や
明
治
天
皇

の
立
憲
君
主
化
を
進
め
て
い
っ
た
過
程
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤

は
帰
国
後
も
柳
原
の
意
見
を
度
々
徴
し
な
が
ら
、
皇
室
財
産
の
設
定

や
、
こ
れ
に
よ
る
救
貧
対
策
や
技
術
振
興
、
地
方
行
幸
の
推
進
、
宮

内
省
内
蔵
寮
の
設
置
に
よ
る
皇
室
財
政
の
自
律
化
、
外
務
省
か
ら
宮

内
省
へ
の
皇
室
の
外
交
儀
礼
の
移
管
、
式
部
職
の
増
員
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
皇
室
の
国
民
統
合
機
能
向
上
と
民
選

議
院
か
ら
の
自
律
性
確
保
を
主
た
る
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
明

治
憲
法
と
明
治
皇
室
典
範
に
よ
っ
て
制
度
的
保
障
を
得
る
こ
と
に
な

っ
た
と
評
価
さ
れ
る
。
明
治
天
皇
の
立
憲
君
主
化
に
関
連
し
て
、
そ

れ
ま
で
侍
補
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
内
閣
と
異
な
る
政
治
的

意
思
を
表
明
し
て
い
た
天
皇
と
の
関
係
に
苦
慮
し
た
伊
藤
は
、
侍
補

ら
に
よ
る
天
皇
親
政
運
動
を
警
戒
し
、
宮
内
省
に
よ
る
政
治
関
与
を

非
難
し
つ
つ
、
三
条
実
美
に
太
政
大
臣
と
し
て
天
皇
の
輔
導
を
強
化

す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
う
し
た
方
針
は
内
閣
制
度
の
発
足
と
公
文
式

の
制
定
に
よ
っ
て
具
現
化
さ
れ
、
伊
藤
は
天
皇
の
政
治
関
与
を
極
小

化
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
も
の
の
、
そ
の
間
、
侍
補
の
政
治
関
与
を

求
め
る
鍋
島
直
彬
と
競
合
し
、
伊
藤
は
鍋
島
に
対
す
る
冷
淡
な
対
応

に
終
始
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
章
で
は
、
元
老
院
改
革
要
求
を
背
景
と
し
て
、
元
老
院
議
官

が
明
治
皇
室
典
範
の
制
定
に
関
与
し
て
い
く
過
程
が
考
察
さ
れ
て
い

る
。
一
八
八
六
年
に
宮
内
省
が
立
案
し
た
「
帝
室
典
則
」
以
降
、
柳

原
を
含
む
議
官
ら
が
典
範
制
定
に
参
入
し
、
皇
室
典
則
の
協
議
過
程

で
は
、
皇
位
継
承
資
格
や
天
皇
の
皇
族
監
督
権
な
ど
が
議
論
さ
れ
た

が
、
柳
原
ら
の
私
案
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
議
論
の
結
果
は
採
用
さ
れ

ず
、
伊
藤
は
改
め
て
皇
室
財
産
法
の
起
草
を
柳
原
に
委
嘱
す
る
。
柳

原
は
こ
こ
で
も
、
皇
族
監
督
権
や
皇
位
継
承
順
序
、
摂
政
就
任
順
序

な
ど
を
検
討
し
、
元
老
院
へ
の
諮
詢
手
続
き
を
重
視
し
て
、
君
主
制

を
廃
止
し
か
ね
な
い
下
院
を
強
く
警
戒
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
藤

は
、
元
老
院
に
も
「
民
政
主
義
」（
資
料
原
文
に
は
「
デ
モ
ク
ラ
ヂ

ツ
ク
」
と
の
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
）
の
「
元
素
」
が
入
り
得
る
と

し
て
、
元
老
院
へ
の
諮
詢
を
否
定
し
、
元
老
院
改
革
そ
の
も
の
を
封
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じ
込
め
た
。
柳
原
は
元
老
院
議
長
兼
宮
中
顧
問
官
に
就
い
て
改
革
の

主
導
権
を
握
ろ
う
と
す
る
運
動
を
展
開
し
て
、
伊
藤
に
対
す
る
政
治

的
牽
制
を
志
向
し
、
対
抗
意
識
を
惹
起
し
て
い
く
過
程
が
描
か
れ
て

い
る
。

　

第
四
章
で
は
、
明
治
憲
法
制
定
過
程
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
立
憲
君

主
制
の
影
響
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
憲
法
の
専
門
家
と
し
て
招
聘
さ

れ
た
御
雇
外
国
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
Ｔ
・
ピ
ゴ
ッ
ト
の
役
割
を

中
心
に
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
憲
法
の
理
論
と
実
践
」
に

関
す
る
「
保
守
的
な
見
解
」
を
有
す
る
専
門
家
と
し
て
、
伊
藤
が
主

導
す
る
形
で
ピ
ゴ
ッ
ト
が
招
聘
さ
れ
た
経
緯
が
詳
し
く
分
析
さ
れ
、

ピ
ゴ
ッ
ト
の
招
聘
は
各
種
基
本
法
典
の
整
備
を
条
件
と
し
た
条
約
改

正
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
だ
と
評
価
し
て
い
る
。
ピ
ゴ
ッ
ト
は
、
違

法
行
為
を
犯
し
た
大
臣
は
、
そ
れ
が
君
主
の
命
で
あ
る
と
し
て
も
、

責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
ア
ル
フ
ユ
ー
ス
・
ト
ッ
ド

の
主
張
を
引
用
し
、
こ
れ
は
明
治
憲
法
第
五
五
条
に
対
す
る
『
憲
法

義
解
』
の
注
釈
に
反
映
さ
れ
た
。
一
方
、
大
臣
は
国
会
に
対
す
る
連

帯
責
任
を
有
す
る
と
し
た
ピ
ゴ
ッ
ト
の
意
見
は
、『
義
解
』
に
お
い

て
明
示
的
に
否
定
さ
れ
た
。
緊
急
勅
令
の
議
会
に
よ
る
事
後
承
諾
に

関
し
て
、
ピ
ゴ
ッ
ト
は
イ
ギ
リ
ス
の
免
責
法
に
つ
い
て
答
議
し
て
い

る
が
、『
義
解
』
は
こ
れ
に
依
拠
し
な
が
ら
免
責
法
を
否
定
し
て
い

る
。
伊
藤
は
緊
急
勅
令
発
出
に
は
大
臣
の
政
治
責
任
が
伴
い
、
議
会

が
事
後
に
こ
れ
を
不
承
認
と
し
た
際
に
は
内
閣
総
辞
職
か
議
会
解
散

し
か
な
い
と
枢
密
院
で
発
言
し
て
い
る
が
、
井
上
は
緊
急
勅
令
を
違

法
行
為
と
し
て
議
会
が
事
後
承
諾
し
て
違
法
性
を
阻
却
す
る
免
責
法

は
採
用
し
な
い
旨
、
伊
藤
に
念
を
押
し
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

第
五
章
で
は
、
初
期
議
会
に
お
け
る
緊
急
勅
令
の
運
用
に
つ
い
て
、

最
初
の
緊
急
勅
令
で
あ
る
明
治
二
四
年
勅
令
第
四
六
号
が
発
布
さ
れ

て
か
ら
、
第
二
議
会
で
こ
れ
が
審
議
未
了
と
な
っ
た
の
ち
、
第
三
議

会
で
不
承
諾
と
な
る
ま
で
の
過
程
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
大
津
事
件

発
生
を
受
け
て
、
新
聞
・
雑
誌
の
事
前
検
閲
を
可
能
に
す
べ
く
発
出

さ
れ
た
同
勅
令
は
、
第
二
議
会
に
お
い
て
事
後
承
諾
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
民
党
側
は
こ
れ
を
言
論
の
自
由
を
拘
束
し
た
憲

法
の
濫
用
で
あ
る
と
批
判
し
て
、
そ
の
承
諾
に
反
対
す
る
方
針
で
結

束
す
る
。
衆
議
院
特
別
委
員
会
で
も
津
田
三
蔵
に
対
す
る
皇
室
罪
適

用
に
資
す
る
た
め
の
言
論
統
制
だ
と
す
る
不
満
が
噴
出
し
て
、
承
諾

案
は
審
議
未
了
に
終
わ
っ
た
。
法
制
局
は
、
発
布
当
時
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
勅
令
発
布
の
必
要
性
を
問
い
、
政
府
の
責
任
を
追
及
す
る
議
会

側
の
姿
勢
を
批
判
し
、
緊
急
勅
令
の
承
諾
は
「
将
来
」
に
お
け
る
勅

令
の
効
力
を
認
め
る
に
過
ぎ
な
い
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
免
責
法

が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
第
三
議
会
で
は
、
研
究
会
や
親
政
府

系
無
所
属
議
員
の
賛
同
に
よ
っ
て
貴
族
院
本
会
議
で
承
諾
案
が
可
決

さ
れ
、
法
制
局
に
よ
る
憲
法
解
釈
も
共
有
さ
れ
て
い
た
が
、
衆
議
院
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特
別
委
員
会
で
は
同
勅
令
が
将
来
濫
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
言
論
の
自

由
が
侵
害
さ
れ
る
と
の
批
判
が
支
配
的
で
、
不
承
諾
が
議
決
さ
れ
る
。

こ
れ
を
微
温
的
と
見
る
議
員
が
多
数
を
占
め
る
本
会
議
で
は
、
同
勅

令
は
憲
法
の
濫
用
で
あ
り
、
発
出
当
時
も
「
必
要
な
か
り
し
」
も
の

だ
っ
た
と
の
批
判
が
高
ま
っ
て
、
圧
倒
的
多
数
で
不
承
諾
を
決
定
し

た
。
同
勅
令
の
次
に
問
題
と
な
っ
た
緊
急
勅
令
が
日
清
戦
争
下
で
の

事
前
検
閲
を
可
能
に
し
た
明
治
二
七
年
勅
令
第
一
三
四
号
で
、
そ
の

批
判
を
受
け
て
こ
れ
を
廃
止
す
る
勅
令
第
一
六
七
号
が
出
さ
れ
た
が
、

こ
の
い
ず
れ
も
が
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。
緊
急
勅

令
を
廃
止
す
る
明
治
二
九
年
勅
令
第
三
九
八
号
に
つ
い
て
、
こ
こ
で

も
政
党
側
は
そ
の
違
憲
性
を
問
う
た
が
、
政
府
は
あ
く
ま
で
「
将

来
」
必
要
な
場
合
に
限
っ
て
、
緊
急
勅
令
の
事
後
承
諾
を
議
会
に
求

め
れ
ば
よ
い
と
す
る
答
弁
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
原
科
君
は
、

こ
の
解
釈
が
、
後
に
緊
急
勅
令
が
濫
用
さ
れ
る
事
態
を
生
み
出
し
て

い
く
下
地
を
作
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

結
章
で
原
科
君
は
、
序
章
で
提
示
し
た
分
析
枠
組
み
に
基
づ
き
、

天
皇
の
政
治
的
権
能
の
制
限
は
、
大
臣
助
言
制
や
君
主
の
実
質
的
な

政
治
関
与
の
制
限
、
お
よ
び
議
会
の
立
法
・
予
算
の
協
賛
権
、
緊
急

勅
令
の
事
後
審
査
権
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
の
、
緊
急
勅
令
の
事

後
審
査
権
の
行
使
は
政
府
の
運
用
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
た
と
総
括
す

る
。
皇
室
の
国
民
統
合
機
能
に
つ
い
て
は
、
天
皇
の
立
憲
君
主
化
や

公
文
式
・
憲
法
の
制
定
、
宮
中
改
革
や
皇
室
典
範
の
制
定
に
よ
っ
て
、

宮
中
に
よ
る
政
治
関
与
と
政
治
に
よ
る
宮
中
利
用
の
両
面
が
否
定
・

制
限
さ
れ
た
こ
と
で
、
十
全
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

明
治
立
憲
君
主
制
の
形
成
の
特
色
を
、
宮
中
に
よ
る
政
治
関
与
の

排
除
と
政
治
に
よ
る
宮
中
利
用
の
否
定
の
両
面
に
見
出
す
原
科
君
は
、

宮
内
官
の
政
治
関
与
を
否
定
し
つ
つ
、
皇
室
財
政
の
自
律
化
を
志
向

し
た
内
閣
制
度
は
、
こ
の
両
面
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
皇
位
継

承
順
位
変
更
に
つ
い
て
内
閣
や
元
老
院
へ
の
諮
詢
を
排
除
し
た
皇
室

典
範
も
、「
宮
中
・
府
中
の
別
」
を
実
現
す
る
意
味
で
、
同
様
の
役

割
を
有
す
る
も
の
だ
っ
た
と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
内

閣
制
度
の
運
用
や
藩
閥
政
府
に
よ
る
宮
中
の
政
治
利
用
な
ど
の
事
例

研
究
が
今
後
の
課
題
と
な
る
が
、
原
科
君
は
、
君
主
制
研
究
が
世
界

各
国
で
著
し
い
進
展
を
み
せ
、
君
主
制
原
理
が
政
治
の
安
定
化
や
国

民
統
合
に
寄
与
し
て
き
た
事
例
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
今
日
、

明
治
立
憲
君
主
制
の
形
成
過
程
は
、
時
空
を
超
え
た
比
較
分
析
や
同

時
代
的
な
因
果
関
係
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
立
憲
君
主
制
そ
れ
自
体

の
一
般
的
・
体
系
的
な
知
見
の
構
築
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
、

と
の
展
望
を
示
し
て
い
る
。

三
、
本
論
文
の
評
価

　

こ
れ
ま
で
、
近
代
日
本
に
お
け
る
立
憲
君
主
制
の
形
成
は
、
そ
の
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制
度
化
の
中
心
を
担
っ
た
伊
藤
博
文
を
軸
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
府

中
」
と
「
宮
中
」
の
分
離
、
と
り
わ
け
政
治
空
間
か
ら
実
質
的
に
天

皇
の
意
志
を
排
除
し
て
い
く
過
程
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
本
論
文

に
お
い
て
原
科
君
は
、
こ
う
し
た
立
憲
君
主
制
の
側
面
を
承
認
し
つ

つ
も
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
史
研
究
の
知
見
や
伊
藤
自
身
の
発
言
な
ど
か

ら
、
立
憲
君
主
制
に
は
、
内
閣
お
よ
び
議
会
に
よ
る
君
主
の
政
治
的

権
限
の
制
限
と
、
宮
中
に
よ
る
政
治
関
与
の
否
定
・
制
限
お
よ
び
政

治
に
よ
る
宮
中
利
用
の
否
定
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
王
室
の
国
民
統
合

機
能
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
枠
組
み
を
提
示
し
、
こ
れ
ら
の
各
構
成

要
素
に
つ
い
て
、
学
界
未
見
の
一
次
史
料
を
駆
使
し
な
が
ら
実
証
す

る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
分
析
枠
組
み
は
斬
新
で
あ
り
、
実
証
の
手

法
も
堅
実
で
、
政
治
史
と
い
う
政
治
学
の
一
分
野
に
つ
い
て
、
法
制

史
と
歴
史
学
の
学
問
的
蓄
積
・
方
法
論
を
生
か
し
て
考
察
を
深
め
た

業
績
と
し
て
、
本
論
文
は
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
上
で
本
論
文
の
具
体
的
に
評
価
す
べ
き
点
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

第
一
に
、
伊
藤
を
中
心
に
描
か
れ
て
き
た
従
来
の
立
憲
君
主
制
形
成

過
程
研
究
に
再
考
を
迫
っ
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
科

君
は
特
に
、
伊
藤
が
憲
法
調
査
に
取
り
組
ん
だ
期
間
、
駐
露
公
使
と

し
て
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
い
た
柳
原
前
光
に
着
目
し
、
柳
原

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
君
主
制
に
つ
い
て
精
緻
に
分
析
し
て
そ
の
知

見
を
伊
藤
は
じ
め
、
三
条
実
美
、
岩
倉
具
視
ら
に
提
供
し
、
伊
藤
ら

の
制
度
構
想
に
強
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
、
多
く
の
新
資
料
に
基

づ
い
て
解
明
し
た
。
伊
藤
は
ア
ル
ベ
ル
ト
・
モ
ッ
セ
や
ル
ド
ル
フ
・

Ｖ
・
グ
ナ
イ
ス
ト
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
・
Ｖ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
な
ど
か
ら
主

に
プ
ロ
イ
セ
ン
の
憲
法
や
行
政
を
学
ん
だ
が
、
柳
原
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
君
主
制
に
つ
い
て
詳
細
に
情
報
を
収
集
し
、
そ

の
成
果
を
伊
藤
ら
に
示
し
て
、
皇
室
の
国
民
統
合
機
能
や
宮
中
の
政

府
・
議
会
か
ら
の
自
律
化
を
具
現
化
す
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
。

柳
原
の
役
割
を
実
証
す
る
に
あ
た
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
一
次
史
料

は
、
宮
内
庁
書
陵
部
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
「
岩
倉
家
文
書
」、
同

「
帝
室
御
基
本
書
類
」、
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
所
蔵
「
宇
和
島
伊

達
家
文
書
」
な
ど
に
収
め
ら
れ
た
、
原
科
君
が
新
た
に
発
掘
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
資
料
的
価
値
は
高
く
、
分
析
・
利
用
の
手
法
も
的

確
で
あ
る
。
明
治
立
憲
君
主
制
の
多
様
な
政
治
的
・
思
想
的
・
歴
史

的
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
点
は
極
め
て

高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

第
二
に
、
近
代
日
本
の
立
憲
君
主
制
形
成
に
あ
た
っ
て
、
イ
ギ
リ

ス
の
影
響
を
明
確
に
し
た
点
が
評
価
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
長
ら
く
、

イ
ギ
リ
ス
立
憲
君
主
制
・
議
院
内
閣
制
を
モ
デ
ル
と
す
る
構
想
は
明

治
一
四
年
の
政
変
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年

は
伊
藤
研
究
の
進
展
に
と
も
な
い
、
伊
藤
は
長
期
的
に
は
イ
ギ
リ
ス

議
会
政
治
へ
の
志
向
性
を
有
し
て
い
た
、
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
き
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て
い
る
。
原
科
君
は
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
伊
藤
が
招
聘
し

た
イ
ギ
リ
ス
人
法
律
顧
問
ピ
ゴ
ッ
ト
の
存
在
と
役
割
に
着
目
し
、
日

英
の
外
交
文
書
を
駆
使
し
て
そ
の
招
聘
過
程
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、

ピ
ゴ
ッ
ト
の
答
議
の
内
容
と
検
討
の
経
緯
を
詳
細
に
分
析
し
、
憲
法

起
草
過
程
で
イ
ギ
リ
ス
立
憲
君
主
制
は
基
本
的
に
排
除
さ
れ
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
特
に
大
臣
の
議
会
に
対
す
る
連
帯
責
任

の
否
定
や
緊
急
勅
令
の
免
責
法
に
よ
る
合
法
化
の
排
除
な
ど
に
明
示

的
に
現
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
臣
助
言
制
に
つ
い
て
は
ピ
ゴ
ッ
ト
が

引
用
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
学
説
が
相
当
程
度
採
用
さ
れ
た
点
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
緊
急
勅
令
の
議
会
に
よ
る
不
承
諾
時
の
責
任
の
所
在

を
め
ぐ
っ
て
は
、
内
閣
総
辞
職
を
必
要
と
す
る
伊
藤
と
大
臣
責
任
を

不
問
と
す
る
井
上
毅
と
の
間
に
、
深
刻
な
解
釈
の
相
違
が
あ
っ
た
点

も
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
緊
急
勅
令
発
出
時
の
大
臣
責
任
を
考
慮
し
た

憲
法
制
定
当
時
の
伊
藤
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
免
責
法
に
近
い
解
釈
を
と

っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
立
憲
君
主
制
の
具
体
的
影
響
を
、
伊
藤
や
ピ

ゴ
ッ
ト
の
後
年
の
回
想
、
招
聘
に
対
す
る
政
党
勢
力
の
反
応
に
ま
で

踏
み
込
ん
で
解
明
し
た
点
は
、
日
本
政
治
史
上
き
わ
め
て
大
き
な
意

味
を
有
す
る
。

　

第
三
に
、
初
期
議
会
に
お
け
る
緊
急
勅
令
の
運
用
、
と
り
わ
け
議

会
の
事
後
不
承
諾
時
に
勅
令
発
出
当
時
の
政
府
・
大
臣
の
責
任
が
問

わ
れ
る
か
否
か
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
、
政
府
側
の
見
解
や
政
党
の

議
会
内
活
動
、
議
会
外
で
の
言
説
な
ど
を
検
証
し
、
の
ち
の
同
勅
令

濫
用
の
起
源
を
明
ら
か
に
し
た
点
が
評
価
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
、
初

期
議
会
に
お
け
る
立
法
府
の
機
能
は
専
ら
法
律
と
予
算
の
協
賛
に
焦

点
が
あ
て
ら
れ
、
緊
急
勅
令
に
つ
い
て
は
、
大
正
・
昭
和
期
に
政
府

に
よ
っ
て
濫
用
さ
れ
た
事
例
が
考
察
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
原
科
君
は
、
初
期
議
会
に
お
け
る
緊
急
勅
令
、
特
に
検
閲

と
言
論
の
自
由
を
め
ぐ
る
最
初
の
緊
急
勅
令
を
詳
細
に
事
例
分
析
し
、

政
府
や
各
政
党
に
よ
る
憲
法
解
釈
に
つ
い
て
、
検
閲
に
対
す
る
嫌
悪

感
や
自
由
を
守
る
た
め
の
論
争
と
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
複

雑
な
政
治
状
況
や
権
力
構
造
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
が
政
略
的
な
動
機

に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
点
に
着
目
し
な
が
ら
分
析
し
、
井

上
の
主
張
が
政
府
解
釈
の
基
本
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ

れ
が
政
府
有
利
な
解
釈
に
傾
斜
し
て
、
緊
急
勅
令
が
濫
用
さ
れ
て
い

く
構
造
を
解
明
し
た
。
こ
の
考
察
に
あ
た
っ
て
も
、
議
会
の
議
事
録

は
も
と
よ
り
、
法
制
局
の
内
部
資
料
や
政
党
機
関
紙
な
ど
も
博
捜
さ

れ
、
各
発
言
者
や
各
媒
体
の
個
性
や
属
性
、
性
格
な
ど
に
も
丁
寧
な

配
慮
が
施
さ
れ
て
お
り
、
資
料
収
集
・
分
析
の
周
到
さ
と
徹
底
ぶ
り

に
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
本
論
文
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し

て
残
さ
れ
た
点
も
あ
る
。

　

第
一
に
、
柳
原
の
政
治
的
役
割
の
重
要
性
を
解
明
し
た
の
が
本
論



特 別 記 事

121

文
の
特
徴
で
あ
り
、
ま
た
意
義
で
あ
る
半
面
、
柳
原
の
役
割
を
や
や

過
大
に
評
価
し
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
た
し
か
に
伊

藤
は
柳
原
の
意
見
を
尊
重
し
、
帰
国
後
の
宮
中
改
革
な
ど
に
反
映
さ

せ
、
皇
室
典
範
の
起
草
過
程
に
は
伊
藤
の
意
向
で
柳
原
自
身
も
参
加

し
て
い
る
が
、
元
老
院
改
革
と
そ
の
上
院
化
と
い
う
政
治
的
動
機
に

基
づ
く
柳
原
の
典
範
に
対
す
る
意
見
の
ほ
と
ん
ど
は
伊
藤
に
よ
っ
て

警
戒
さ
れ
、
却
下
さ
れ
て
い
る
。
柳
原
の
政
治
的
役
割
の
程
度
、
特

に
伊
藤
に
と
っ
て
の
柳
原
評
価
の
時
期
的
な
変
遷
、
あ
る
い
は
個
別

政
策
に
よ
る
柳
原
評
価
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
資
料

の
発
掘
・
分
析
を
踏
ま
え
て
、
慎
重
か
つ
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
柳
原
自
身
は
自
ら
の
矜
持
と
し
つ
つ
も
、
政

策
提
言
に
際
し
て
は
「
慎
み
深
い
姿
勢
」
を
と
っ
た
と
さ
れ
る
嘉
仁

親
王
（
の
ち
の
大
正
天
皇
）
の
伯
父
と
し
て
の
立
場
を
伊
藤
が
ど
う

認
識
し
て
い
た
の
か
も
、
十
分
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

第
二
に
、
初
期
緊
急
勅
令
を
め
ぐ
る
政
府
解
釈
が
概
ね
井
上
の
解

釈
に
依
拠
し
、
さ
ら
に
廃
止
緊
急
勅
令
と
緊
急
勅
令
の
議
会
不
提
出

に
よ
っ
て
井
上
の
解
釈
よ
り
も
政
府
有
利
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
こ
と

が
本
論
文
で
解
明
さ
れ
て
い
る
が
、
憲
法
を
審
議
す
る
枢
密
院
会
議

で
、
緊
急
勅
令
の
議
会
事
後
不
承
認
時
に
は
内
閣
の
連
帯
責
任
が
問

わ
れ
る
と
明
言
し
た
伊
藤
が
、
初
の
廃
止
緊
急
勅
令
で
あ
る
明
治
二

七
年
勅
令
第
一
六
七
号
発
出
時
に
は
首
相
を
務
め
る
な
ど
、
こ
う
し

た
政
府
解
釈
の
形
成
過
程
に
介
入
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に

は
、
若
干
の
違
和
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
本
論
文
で
も
こ
の
点

に
つ
い
て
は
一
応
の
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
伊
藤
は
憲
法
制
定
時

に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
政
府
・
議
会
対
立
に
直
面
し
、
緊
急
勅

令
理
解
の
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
資
料
の
裏
付
け
を
欠
い
て
い
る
。
今
後
は
、
緊

急
勅
令
の
運
用
を
含
め
た
伊
藤
の
憲
法
解
釈
の
変
遷
と
そ
の
理
由
に

つ
い
て
、
よ
り
精
緻
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
君
主
の
政
治
的
権
限
の
制
限
を
企
図
し
て
制
度
整
備
・

改
革
に
努
め
た
伊
藤
自
身
が
、
明
治
憲
法
下
で
自
ら
政
権
を
担
当
し

て
以
降
、
い
わ
ゆ
る
「
和
協
の
詔
勅
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
政

府
・
議
会
間
対
立
を
緩
和
す
べ
く
、
し
ば
し
ば
明
治
天
皇
の
政
治
介

入
に
依
存
し
た
点
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
討
が
見
ら
れ
な
い
点
で
あ

る
。
こ
れ
は
本
論
文
の
考
察
の
対
象
時
期
か
ら
外
れ
る
た
め
致
し
方

な
い
面
も
あ
る
が
、
原
科
君
自
身
、
こ
れ
ら
に
天
皇
自
身
の
主
体
的

な
意
思
が
介
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
慎
重
に
精
査
す
る
必
要
を
述

べ
た
上
で
、
伊
藤
に
よ
る
天
皇
の
政
治
利
用
と
い
う
評
価
が
避
け
ら

れ
な
い
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
伊
藤
が
天
皇
を
政
治
利
用
し
た

と
す
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
憲
法
制
定
時
に
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

政
府
・
議
会
対
立
と
い
う
現
実
に
根
ざ
し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ

も
そ
も
自
由
民
権
派
や
元
老
院
か
ら
憲
法
・
典
範
制
定
の
主
導
権
を
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奪
取
し
て
こ
れ
を
事
実
上
独
占
し
た
伊
藤
に
、
果
た
し
て
そ
う
し
た

政
治
感
覚
が
希
薄
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
明
治
天
皇
自
身
の
個
人
的

な
意
思
や
性
格
も
含
め
て
、
さ
ら
な
る
検
討
が
要
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
が
あ
る
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
本
論
文
の
欠
陥
と

い
う
よ
り
、
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
近
代
日
本
の
立
憲
君
主

制
の
形
成
か
ら
展
開
へ
と
研
究
の
視
野
を
広
め
て
い
く
、
原
科
君
の

将
来
に
対
す
る
期
待
を
込
め
て
の
提
言
で
あ
る
。
強
固
な
分
析
枠
組

み
を
提
示
し
た
上
で
、
多
く
の
新
資
料
を
駆
使
し
、
近
代
日
本
に
お

け
る
立
憲
君
主
制
の
形
成
過
程
を
描
き
出
し
た
本
論
文
の
価
値
は
、

い
さ
さ
か
も
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

以
上
よ
り
、
審
査
員
一
同
は
一
致
し
て
、
原
科
颯
君
に
博
士
（
法

学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
と
判
断

し
、
こ
の
旨
、
法
学
研
究
科
委
員
会
に
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
〇
二
四
年
九
月
一
八
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

小
川
原
正
道

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

奥　

健
太
郎

法
学
研
究
科
委
員
・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授　

玉
井　
　

清

法

学

博

士　
　
　
　
　
　


